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国際特許出願（PCT）とマドプロ国際登録について

　外国への特許出願について，手続きルート（パリルー
トか PCTルートか）の選択，出願国の選択等につい
て，顧客の経営や知財業務の実態に応じて，費用対効
果を考慮した最適な方法をアドバイスしなければなら
ない。また，国内明細書から優先権主張する外国出
願の明細書の作成，PCTにおける自己指定の手続き，
出願後の国際調査報告及び見解書への応答，各国国内
移行手続き，翻訳文作成など，多くの留意しなければ
ならない点がある。
　また，外国への商標登録出願についても，複数国に
出願する際に，最近では，マドプロ国際登録が広く利
用されるようになっている。このマドプロ国際登録に
ついても，登録保護の対象となる出願，国際登録のセ
ントラルアタック，欧州共同体商標（CTM）との関係，
暫定的拒絶の通報など，留意すべき点が多数ある。
　さらには，中国及び台湾の特許制度・商標制度並び
にそれら実務についても，顧客の関心の高いところで
あり，日本のこれら制度・実務と類似している点が多
いことも事実であるが，少なからず相違する点も存す
る。また，これらの国で権利取得をして如何なる権利
行使が可能であるかを問われることも多々ある。これ
ら制度につき，日本の制度と対比して説明することが
最も理解され易い，と思う。
　これら各種留意点につき，弁理士は，日常的に業務
をこなし，体系的に理解しているつもりで有っても，
顧客からの問い合わせに的確に応えているか，顧客に
対するアドバイスに抜けがないか戸惑うことがある。
そのようなときに，参考になる纏めた資料が手元に有
れば，と思う。
　下記の資料は，そのようなニーズに応えられること
を意図して，2008年 9月 30日に山口市で開催された
中国経産局主催の知財セミナー用に筆者が作成したテ
キストをもとに，加筆修正したレジュメである。会員
各自は，本資料を参考に，更に一層，理解を深めて戴

ければ，幸いである。
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